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【
職
域
対
策
部
発
】
昨
年
10
月

に
東
京
都
は
、
災
害
時
の
応
急
住

宅
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
東
京

土
建
も
加
盟
す
る
全
国
建
設
労
働

組
合
総
連
合
東
京
都
連
合
会
（
以

下
東
京
都
連
）
と
災
害
時
応
急
修

理
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
お
け

る
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
関
し

て
、
東
京
都
が
東
京
都
連
に
協
力

を
求
め
る
協
定
で
す
。

こ
こ
で
い
う
応
急
修
理
と
は
、

災
害
救
助
法
第
2
条
の
規
定
に
よ

り
行
な
う
救
助
で
第
4
条
1
項
第

6
号
に
規
定
す
る
も
の
で
、
次
の

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行

な
う
こ
と
と
し
ま
す
。

1
．
災
害
の
た
め
住
家
が
半
壊
若

し
く
は
半
焼
し
、
自
ら
の
資
力
で

は
応
急
修
理
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
者
又
は
大
規
模
な
補
修
を
行

な
わ
な
け
れ
ば
居
住
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
程
度
に
住
家
が
半
壊

し
た
者
に
対
し
て
行
な
う
も
の
で

あ
る
こ
と
。

2
．
居
室
、
炊
事
場
、
便
所
等
日

常
生
活
に
必
要
最
小
限
度
の
部
分

に
対
し
、
現
物
を
も
っ
て
行
な
う

も
の
と
し
、
そ
の
修
理
の
た
め
に

支
出
で
き
る
費
用
は
、
1
世
帯
当

た
り
59
万
5
0
0
0
円
以
内
と
す

る
こ
と
。

3
．
住
宅
の
応
急
修
理
は
、
災
害

発
生
の
日
か
ら
1
月
以
内
に
完
了

す
る
こ
と
。

【
本
部
・
村
松
加
代
子
記
】
建

退
共（
建
設
業
退
職
金
共
済
）は
、

建
設
従
事
者
の
た
め
に
、
国
が
作

っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

ど
の
現
場
、
事
業
所
で
働
い
て

も
、
働
い
た
日
数
分
の
掛
金
（
日

額
3
1
0
円
）が
全
部
通
算
さ
れ
、

労
働
者
は
建
設
業
で
働
く
こ
と
を

や
め
た
時
に
退
職
金
を
受
け
取
れ

ま
す
。

事
業
主
が
加
入
、証
紙
を
購
入
、

労
働
者
の
共
済
手
帳
に
貼
付
し
ま

す
（
証
紙
貼
付
方
式
。
併
用
で
来

年
に
電
子
申
請
の
試
行
、
実
施
を

予
定
）
。
事
業
主
が
払
い
込
む
掛

金
は
、
法
人
で
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
親
方
も
、
個
人
で

任
意
組
合
に
加
入
し
、
掛
金
を
積

み
立
て
、
建
設
業
を
や
め
る
時
に

退
職
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

国
や
業
界
団
体
は
、
社
会
保
険

の
整
備
と
併
せ
て
、
若
者
の
入
職

促
進
と
定
着
に
一
助
と
な
る
も
の

と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
公
共

工
事
で
は
、
元
請
が
働
い
た
日
数

分
の
証
紙
を
交
付
・
貼
付
、
民
間

工
事
で
も
、
同
様
の
対
応
を
す
る

ゼ
ネ
コ
ン
・
住
宅
企
業
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
の
分
の
掛
金
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
、運
用
利
回
り
の
見
直
し
、

掛
金
日
額
の
引
き
上
げ
（
2
0
2

1
年
10
月
〜
日
額
3
2
0
円
）
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
2
0
2
1
年

9
月
分
ま
で
の
掛
金
積
立
金
に

は
、
現
行
の
利
回
り
3
・
0
％
が

適
用
さ
れ
ま
す
（
2
0
2
1
年
10

月
分
以
降
は
1
・
3
％
を
予
定
）。

運
用
利
回
り
の
見
直
し
に
あ
た

っ
て
は
、
全
建
総
連
お
よ
び
東
京

土
建
は
、
利
回
り
の
引
き
下
げ
反

対
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
退
職

金
額
の
増
額
や
加
入
者
増
を
強
く

求
め
て
い
ま
す
。

退
職
後
の
生
活
に
備
え
、
建
退

共
に
加
入
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

加
入
の
ご
相
談
は
、
各
支
部
事
務

所
ま
で
。

各
支
部
１０
人

以
上
目
指
し
て

応
急
修
理
の
流
れ
と
し
て
は
、

ま
ず
、
災
害
発
生
に
よ
る
被
災
者

が
区
市
町
村
に
相
談
。
東
京
都
連

が
提
示
し
た
修
理
業
者
リ
ス
ト
よ

り
見
積
依
頼
を
受
け
た
登
録
業
者

は
、
市
区
町
村
へ
見
積
書
を
提

出
。
そ
れ
を
都
（
市
区
町
村
）
が

承
認
し
て
修
理
依
頼
が
さ
れ
、
応

急
修
理
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
東
京
土
建
の
登
録
業
者

は
全
体
で
55
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
「
在
宅
避
難
」
の
課
題
の
中

で
、
住
宅
に
関
わ
る
住
民
の
切
実

な
願
い
に
応
え
る
活
動
と
し
て
、

今
年
度
、
各
支
部
10
人
以
上
の
登

録
、
ま
た
、
都
内
62
全
自
治
体
で

の
登
録
も
目
指
し
ま
す
。

登
録
要
件
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
災
害
時
に
お
け
る
被
災
住
宅
の

応
急
修
理
を
請
負
え
る
事
業
者
。

②
ま
ち
の
救
助
隊
・
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
に
登
録
し
て
い
る
（
す

る
）
こ
と
。

③
労
災
保
険
（
現
場
労
災
・
末
尾

5
番
）
、
事
業
主
特
別
加
入
、
一

人
親
方
労
災
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
。自

然
災
害
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
な
か
、
災
害
時
応
急
修
理
活
動

へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
作
業
主
任
者
】

木
造
建
築
物
の
組
立
て
10
月
22
日

〜
23
日
（
木
金
）
池
袋
、
1
万
1

5
0
0
円

足
場
11
月
26
日
〜
27
日
（
木
金
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

鉄
骨
の
組
立
て
12
月
2
日
〜
3
日

（
水
木
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0

円コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
11
月
25
日
〜
26

日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万
1
5
0

0
円

地
山
・
土
止
め
（
掘
削
面
高
さ
が

2
ｍ
以
上
と
な
る
地
山
掘
削
と
土

止
め
支
保
工
）
10
月
27
日
〜
29
日

（
火
水
木
）
池
袋
、
1
万
7
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
11
月
17
日
〜
18
日
（
火

水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

特
定
化
学
物
質
・
四
ア
ル
キ
ル
12

月
9
日
〜
10
日
（
水
木
）
池
袋
、

1
万
1
5
0
0
円

【
溶
接
】

ア
ー
ク
溶
接
10
月
23
日
〜
25
日

（
金
土
日
）
城
東
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1

万
9
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）11
月
17
日（
火
）池
袋
、

8
5
0
0
円

足
場
作
業
主
任
者
の
能
力
向
上
教

育
（
作
業
主
任
者
修
了
者
へ
の
、

お
お
む
ね
5
年
毎
の
再
教
育
）
11

月
2
日
（
月
）
池
袋
、
8
5
0
0

円足
場
11
月
5
日
（
木
）
池
袋
、
7

5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
11
月
26
日
（
木
）

池
袋
、
8
千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
11
月
19
日（
木
）

池
袋
、
8
千
円

低
圧
電
気
11
月
2
日（
月
）池
袋
、

8
千
円

巻
上
げ
機
11
月
4
日（
水
）池
袋
、

1
万
5
0
0
円
、
低
圧
電
気
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
千
円

石
綿
11
月
10
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
5
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
11
月
11
日
（
水
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
11
月
12
日（
木
）

8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5
千
円
、

熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、
自
由

研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト
割
引

1
万
4
5
0
0
円

増
改
築
相
談
員
10
月
29
日
（
木
）

池
袋
、
更
新
（
21
年
3
月
更
新
ま

た
は
20
年
3
月
未
更
新
の
方
）
午

後
の
み
、
2
万
円

新
規
（
経
験

10
年
以
上
）
丸
一
日
、
3
万
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
11
月
6
日
〜
8
日（
金
土
日
）

足
立
支
部
会
館
、
2
万
2
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
11
月
4
日
〜
5
日

（
水
木
）
池
袋
、
9
8
0
0
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
（
3
年
度
ご
と

に
受
講
義
務
）
12
月
9
日
（
水
）

池
袋
、
1
万
円

管
理
建
築
士
講
習
（
建
築
士
事
務

所
で
管
理
建
築
士
と
な
る
予
定
・

将
来
見
込
の
方
）
11
月
18
日
（
水
）

池
袋
、
1
万
2
千
円

土
工
、
外
構
工
、
舗
装
工
（
正
規
）

㈱
四
国
開
発
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
3
―
3
4
3
0
―
6
9
5
1

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
清
掃
（
短
期
）

㈱
ナ
ガ
ツ
カ
（
渋
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
5
3
6
―
6
0
1
6

鋼
製
下
地
工
事
作
業
、
ボ
ー
ド
貼
り
工

（
正
規
）

㈱
Ｃ-

Ｋ
ｎ
ａ
ｃ
ｋ
ｓ（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
4
2
―
4
0
1
―
7
8
9
8

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
工
（
正
規
・
請
負
）

㈲
ベ
ス
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
狛
江

支
部
）

☎
0
9
0
―
4
9
1
4
―
4
8
9
5

電
気
工
事
士
（
正
規
）

㈱
プ
ラ
ス
電
気
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
4
2
2
―
4
6
―
9
0
3
0

設
備
、
空
調
架
台
金
物
（
正
規
）

恭
賀
企
画
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
9
0
3
―
2
3
8
9

災
害
時
住
宅
対
策
強
化
の
た
め

応
急
修
理
活
動
へ
登
録
を

１０
月
は
加
入
促
進
強
化
月
間

建
退
共
で
退
職
金
を

求

人

求

人

求

職


